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ろ
る

○
，

稚
州
１
の
傘
の
坊
も
と
ｆ
ダ
ノ
睦
、
則

さ
、
と
沙
少
詮
や
む
つ
孑
上
２
〃
：
麓
拶
耀

童
質
・
ｚ
７
島
詑
貿
の
安
絢
の
恥
峨
動
も

９

４
謬
覇
ら
り
Ｍ
い
ｊ
Ｙ
ｌ
ｊ
イ
§
》
令
井
川
半
穿
り
へ
わ
し
、
ｈ
ノ
〃
Ｊ
ｈ
ノ

台
ヰ
ゼ
ノ
～
ぬ
上
罷
め
鞭
側
＆
八
拘
沙
１
１
〃
？
、

ち
り
抄
ｉ
ｔ
の
鴫
＃
ぜ
》
Ｌ
や
ら
毒
７
諺
の
診
鵠

４
脚
↓
零
の
泥
ハ
、
易
Ｔ
銭
吻
の
泌
了
イ
ー
パ

“
ド
批
勺
ア
ザ
ハ
ゐ
了
の
上
も
称
珪
肺

台
式
ご
／
～
ぬ
ん
鈴
働

獺
側
＆
八
拘
半
１
，
吋
や
Ｌ

養
わ
…
と
の

鴫
＃
ぜ
》
Ｌ
や
ら
毒
７
諺
の
診
鵠

４
脚
↓
零
の
泥
ハ
、
易
Ｔ
銭
吻
の
武
輔

、

力

ｒ

武 ロ
ハ
ム
回

望
有守

對
我

斗
求

史
考
粥
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童堂亭乗 霊葉鬘壼鱗

一一.－－‘. ‐-- - --- ----- . L呈一 一

霊葉鬘壼鱗
一一.－－‘. ‐-- - --- ----- . L呈一 一

野
秀

駄
六

青
霞

一
一
一



一
鵡
・
ベ

＝

－ －－

－－司詞
－

ノ

Q

。

例
今

一

議
洗
の
オ
ー
ち
り
す
さ
篭
蛍
有
磯

毛
電
＃
＃
冨
副
胤
灸
驚
か
；
迄
午
凧

轟
坊
邉
ハ
瓜
日
の
り
弟
ｌ
ｌ
う
み
孵
蕊

心

；
７
１
濃
…
魂
？
～
小
小
拘
、
澱
碓
放
爾

農
剛
将
の
屑
八
め
て
‐
１
１
渉
八
ぞ
６
４
謝
霧
郭

も

癖
噛
り
や
砂
を
、
ノ
っ
や
；
ね
り
眉
篭
月

、

お
う
３
脚
ハ
為
ち
ら
や
７
乱
呼
ｆ
鱗
鞭
月句

劣
？
１
の
毒
１
７
１
塁
Ｉ
会
匂
の
朝
典
山

莚
ｌ
毒
の
署
多
か
訊
零
弓
屋
散
節
細
友
聯

歩
く
Ｉ
と
秀
～
ら
や
韮
の
ｒ
紛
～
惚
治
遊

己

変
冒
ろ
費
券
弓
老
総
沙
魚
ヵ
、
兎
参
青
虎

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
１
１
○
。
●
０
●
０
●
ｌ
●
●
○
口
ロ
■
■
ロ
ロ
■
■
。
。
。
■
ｇ
○
勺
’
０
Ⅱ
。
‐
Ⅱ
、
日
日
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
！
●
■
■
■
■
■
■
■
口
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
▼
凸
■
■
今
■
旧
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

１
１

，
１
か
人
こ
ぐ
せ
ゅ
匹
域
ｆ
志
為
の
山

泳
、
く
１
さ
や
人
乱
沙
劇
詮
猛
溌
毛
角
南

〃
？
水
難
、
我
八
千
繁
虻
く
塗
弼
駅

嘆
や
ず
妙
忌
を
，
４
Ｊ
す
う
？
，

山
名
α
の
み
易
ｊ
ひ
婆
珍
せ
ぞ
ｆ
卦
艇

、
篇
よ
鬼
１
局
ハ
ォ
ム
上
勅
一
で
程

斗
風
や
諺
の
序
－
１
糸
そ
の
ふ

さ
ｕ
ｌ
４
幸
望
の
牛
皇
輔
尾
遂

タ
さ
；
惨
杉
痢
九
参
め
み
ケ
リ
竜

み
ぴ
鳶
め
，
減
ず
敷
雌
承
皐
永
の
河

遡

○

士
簸
、
殉
題
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〃
ロ
ロ
四
ｍ
ｍ
凶
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ｌ
‐

I ふ
ぢ
蝿
を
ｋ
〃
獄
ｚ
入
児
ぬ
き
淀
ん
ク
お

Ｉ
い
り
、
，
小
３
世
し
め
、
ｊ
仏
Ｍ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅱ
Ⅳ
胸

枇防

乃
琴や
参管
せ』、

奮寺

曇り
葦'》

｜ I

‘凧
7や

バム

{を
翌､嗜

毒で
上山
｜ の

撫

折
１
１
１
矛
ｒ
げ
ふ
日
今
伽
妙
知
シ
量
イ
ｊ
旅
あ
ん

ゆ
や
う
ｂ
ふ
さ
孝
今
↓
‐
り
勿
崎
の
匂
切
榊

穐
胤
も
や
ん
ィ
”
杉
催
の
猪
ぢ
う
４
動

；
Ｉ
む
、
Ｉ
〈
山
ハ
系
寅
で
Ｕ
杯
え
像

鰭
叩
や
１
ｔ
〆
吹
脈
叩
を
ふ
み
急
必
劣
軌
入

糸
呵
ハ
浜
山
さ
１
１
／
、
１

Ｊ

７
ハ
ー
ド
よ
い
耐
川
や
胤
川
の
必
沌
の
ミ
ノ
た
小
ｊ
Ａ
』
ん

３
，
の
り
ん
り
の
小
脇
諺
馴
ょ
鮴
り
沙
花
伸
刊
入
川

偽
や
払
予
ハ
城
１
４
城
乙
の
１
』

：ｆ

彰
う
催
Ｉ
ゾ
ー
ー

７

助
↑
、
７

湘
凋
て

ハ
ぜ
ゃ
、
、
§
ん
６
つ
，
ふ
し

ひ

為
壱
や
小
胤
烈
叩
く
１
勺
！

老 象
〉
雑
の
”
ツ
ー
さ
ワ
も
Ｉ
ろ
壁
ぅ
か

乳
の
歩
勤
ｊ
刈
隆
Ｎ
の
珍
恢
ク
Ｘ
″
ｋ
Ｊ

我
の
帆
潅
吻
た
す
Ｉ
救
傘
ら
ｆ
ｌ
ｈ
ｊ
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０
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ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
！
‐
‐
‐
１
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
，
１
‐
’

一
秒
↓
宵
や
壱
の
濱
牛
ｔ
篭
邪
を
為
ィ
鶏
貫

飼
の
日
ふ
ず
』
砂
り
ｈ
く
ｆ
り
誉
の
み
巻
嗣
浴

I

久
化
穴
己
巴
赦

ら

１
１

寸
夜
易
八
て
衿
の
申
Ｉ
ゆ
り
ｉ
ｎ
呵
灰
榊

秩
の
偽
ふ
今
災
伽
り
匙
さ
き
か
尋
勤

う
く
ｊ
山
Ｉ
物
福
の
附
急
と
出
牛
馨
～
崎
イ

ー
ｚ
ｊ
附
八
や
也
撚
少
の
沁
閥
７
Ｘ
ち
く
Ｉ
主
勺

権
臥
ｆ
２
叶
鄭
の
４
人
の
耐
，
鼈
〆

Ｉ
島
蟄
γ
～
や
ノ
令
人
け
の
例
ノ
竹
の
キ

久
ハ
山
手
閑
ハ
朏
肪
今
、
｛
丈
の
Ⅷ
川

静
め
悪
方
の
ヰ
ハ
偽
／
ｊ
疋
↓
抄
縢
山

〉考
奪
夢
叶
Ｉ
’
一
孝
欠
Ｉ
側
～
す
る
嘩
笠
喝

1

１
１
１

〃
邑
丘
Ｉ

〃

１
０
肌
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｗ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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日
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お
シ
カ
わ
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｜
lil
II

l l川

劣
芸
孑
多
畢
雁
の
や
篭
の
逢
抱
ひ

す
ご
協
脅
芭
概
の
参
兆
才
ｈ
ぞ
６

十
冊
雌
の
図
靭
を
愛
腿
の
今
剥
映
え
ぞ
§

彩
鍬
の
今
舌
や
１
１
吟
Ｊ
い
み
州
Ⅷ
ノ

投
小
〃
家
子
雄
を
劇
可
園
暁

＆

一
霊
感
今
『
奮
斗
』
小
岬
／
１
口
Ｊ
１
ノ
、
‐
ｆ
１
１
斗
１

縄
ち
Ａ
Ｉ
Ｉ
浅
竜

約
誹
や
の
《
肘
諺
１
も

ｆ

萱
滋

唾
酉
御
倒
》
色
／
内
／
／
今
マ
ー
聴
陛
瓠
緬
緬
吻
〃
鋺
個
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
Ｉ
ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

退
色
諺
」
↓
’
３

〆
１
１
１

浅圃

盃
ハ
臓
陥
の
才
１
４
か
藻

汲
む

み
Ⅲ
州
斗
点
圃

の
ぬ

ﾀブ

亘宇

〈 1

l
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グ
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●

塾
の
硫
薇
を
鰺
Ｚ
キ
印
ふ
鐘
の
為
硯
静

励
な
ｉ
了
三
重
の
周
の
嬉
参
斧
Ｃ
闘
端

０

夢
勺
ろ
り
ｌ
お
の
家
つ
く
罐
の
毒
大
象

一

一

髭
珍
や
蕩
丁
ノ
丁
俳
ｌ
輪
刈
ら
″
流
淀
橋

一
孝
ら
鯵
て
晩
ひ
く
寿
司
蓋
災
園
暁

一
一

加
入
崎
Ｉ
け
ふ
者
均
怨
彫
鵠
を
ふ
く
淵
亀

ら
ｆ
７
参
参
の
作
’
１
ｋ
砂
暴
の
学
〃
肋
：
笹
垂

Ｉ
１
１…

う
と
伝
多
奄
裟
彙
抄
糸
赫

潅
雰
順
も
樵
・
華
Ｉ
さ
諺
０
浴

鈎
刊
の
砿
す
め
や
６
う
ぐ
ご
Ｉ
も
参
、
副
』

離
郷
州
撒
撒
泌
州
刈
鮴
舗
Ⅱ
“

嗅
捗
非
孝
７
勺
鬼
１
１
１
，
吹
お

ぬ
け
ぞ
、
誰
う
Ｉ
型
さ
あ
儲
仙
瑳
の
〃
豚

維
一
Ｊ
湖
Ｉ
ハ
″
か
す
Ｙ
協
岬
Ｉ
つ
り
曲
Ｔ
柵
柳
１
１

曜
蝦
矛
圭
ぐ
ず
玲
宏
の
Ｉ

朧
で
寄
り
Ｉ
脆
賜
乱
鍬
の
諺
令
常

’

０
Ｕ
０
１
０
Ｕ
Ｒ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
９
９
茜
１

白
拙
魯

人
倉
寸

I
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の

路
務
似
ソ
ノ
く
ｊ
ｌ
で
齢
や
ハ
蝿
ツ
卸
ソ
３
〃
７
ｈ
ノ
ヘ
易
徹
私

禍

も

含
闘
う
〃
仏
ノ
晶
汐
ノ
ー
山
く
の
り
Ｌ
出

《

嬢
雰
々

参
ろ
う
府
；
け
る
客
う

た
土
く
髭
の
堪
え
Ｉ
初
″
Ｉ
ふ
み
ら
逓
碇

〃
ｂ
ノ
７
ね
の
垂
凝
洪
溌
Ｆ
１
仙
韓
〃
の
胤
脚

人
吏
γ
ｊ
捻
総
の
峻
秋
〃
４
噸
ふ
い
偽
Ｊ
１
几

ｉ

ｆ
２
麦
の
う
寄
今
ぞ
た
の
ｆ
Ｕ
究
荊
同
流
穂

７
び
の
る
１
１
歩
ｌ
け
ハ
壇
‐
噂
～
彌
換
埜
海

を
Ｙ
皇
浄
；
う
ｊ
７
ひ
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リ
ら
や
１
忽
．
台
蓬

ｌ
ａ
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〃
管
の
ぎ
曇
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夢
何
脚
を
脚
一
一
九
寡
ノ
や
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ａ
ｌ
ノ
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旧
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か
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の
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；
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．

０
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叶
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寸
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８
１
４
〃
け
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湖
〃
八
け
抽
均
の
伽
ｊ
易
鯵
Ｉ
も
掌
ｉ
い

す
Ｉ
う
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も
喰
土
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シ
や
Ｉ
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息
恥
溌

岡
駅
耀
！
遙
盆
珍
踊
待

級
淵
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ー
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巴
臥
土
師
睡
牽
飴

荊
ｌ
雁
参
端
ウ
を
訂
髪
参
薙
近

覚
り
～
磧
塑
平
龍
診
盈
２
ヶ
も

き
く
の
ワ
彦
台
を
号
や
震
ぞ
錫
吻

咋
靭
Ｉ
ろ
の
月
ゑ
え
ぐ
ｔ
遊
嘩

う
ゑ
獺
ｒ
入
が

壱
Ｉ
ｇ
７
ツ
ー
‐
と
〃
秒
の
久
久
あ
み
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つ
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う
ゲ
ぬ
２
型
さ
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め
削
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；
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Ｉ
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＼
ら
妙
吃
、
ハ
ノ
領
浄
に

淵
人
輸
／
ｊ
ｌ
、
壷

、
歩
ｌ
ノ
ー
ノ
わ
‐
、
べ
、
協
玲
か
畷
試
吻
先
緬
、
γ
４
式
Ｌ
ハ

佃
峰
子
ノ
か
っ
ぷ
く

胤
凡
朧
瓜
Ｖ
Ｉ
Ｔ
り
日
の
雁
勺
ら
山
〈
術
；
一
奏

騒
乃
汐
土
歩
や
ｊ
ｉ
ｊ
ｌ

尭
人

桑
暑

皐
局
欽
剛
機
鋒
”
ふ

半
患
ヅ
リ
元

加
泓
偽
阜
ぴ
ふ
ｒ
１
鼠
呼
３
瀝
牲

”
も
お
＄
～
ろ
ぎ
ｒ
望
の
〃
１
Ｊ
豹

、
庵
｝
弍
毫
奎
俊
つ
く
斗
彩
ｌ
蛾
γ
、

窪
Ｉ
で
Ｌ
も
考
鈴
Ｊ
芝
ぢ
り
患
ろ

聯
の
き
ず
き
騒
ぐ
毫
妙
確
彰
術

島
の
卵
塞
を
診
驚
脈
紡
ｊ
織

尭
で
？
§
錘
謬
さ
砂
薩
を
誉
壁
心

松
搦
ク
ャ
＃
坪
；
ｒ
の
う
分
竃
斬
炉
捗
八

、

L



『一蝿舟全一進呈審芯
1回地噸6､<'sⅧきざL室へ誤,A)

畔､膀一 易～

~や-公-s､<、

穂ﾑｰｨｩ<ﾉGf,､4-､-L,"'wﾊ崎勇一郡ノ／

|'F"~

欝挙s､雛辱熱拠垂診弗持"I-－でご
鐘、↑･溌壹､辱彦｣'sw秀'､g-5伽ﾉ"惣驫､●塞
呼唾G､A-"-､-'賢鮒G重－W寒辮

｜

I ~§、ﾐ藝令(、，いご､農逢弗
螺翻る〈4－$、瀞･；魯午zAa<､ー

争一ﾗｰﾍ察'一

亀飛f ｡E,
１
－ 心熱-雷幟〈ナ1全･く，蕊ｬ塁称曼｢で－

，“いふ』簿鑿さギ餐-ぺ、〆---種日
ｉｄ Si-､~鶴ぞ-永き三画一一-蕊､今･全>垂

I弱

I
一一 ー

忠串
、7鷲遍悉く､､n茎心榊争嬢岬s雪寺ハミマ､〆

-7-S,鍵､6や塁､韓-~s､･FS-s、 功

,､』ﾐ､2室、‐々~。悪G毒鑿、鈴､“
I

窓ﾐ､ﾊ､『～ ,--Q哉余~宗 六=一一一一一
己

#今へ--1/､,-1、,ﾐﾏｰ錨－-､g-6錘公遡遷
〆
《

I

,ふj､,ぺ、へ小へ蕊息逗へ---､鯉､､曇,職-､退く

１
１

AW-e､ﾍ&公‘勤一、卜讐さ､戯§"鼠始，公一電』今ぐ、
文、､獣－－全亟~壷命宅-し､舎一､皇tDI､－進~-6

鼬～,琴．,&一一､v浄職警遺、､患揖怖」
鱒-s蝋

一
声やきこくf､÷へ､､蓮~一旬摩､蟻迩、

唾
唾
一極堂、毒6℃奇礫<琴･～し

一

ユ



Ｌ
、

１

ｆ

一一一T一一~－－－‐
ザ

Ｑ

P●

’
ア
ト
の
４
判
謝
り
金
元
聡
升
．
る
ム
リ
肺
入
り

加
叩
２
″
ま
〃
妙
侭
り
ゥ
け
Ｉ
噌
俊
川
崎
刊
舶
叩

必
ｖ
４
ｖ
小
吻
や
嫁
冗
才
恥
も
廿
璽
恥
呼
１
１
ト
ー
く

虫
や
鷺
ム
リ
Ｌ
小
ち
び
１
へ
３
蝿
，
秒
ｖ
仏
４

碕
藤
く
い
や
″
１
ｔ
の
●
ｔ
い
，
塚
り
彪
皿

舳
隙
岬
土
師
ソ
急
ぴ
１
肺
Ⅷ
脚
４
〃
や
州
も
ｆ
参
３
Ｍ
叩
ふ

退
か

諺
の
夛
恕
患
八

天
、
飯
ｆ
ｉ
ｌ
言
州

明
バ
ノ

ｆ

約
／
く
訓
乙
牌
榔

ク
”
り
ふ

＃
鋪
咋
テ
勵
の
７
Ｊ
．

９
、

強
ャ
６
う
上
ｆ
Ｌ
の
″
～
’
て
拭
念
の
捕
鄙

ｆ

人
Ｊ
１
ま

つ
Ｉ
由
可
ノ
ル
雄
の

言
：

今

恥
γ
ら
ぷ
ご
ル
ヤ
Ｌ
３
恥
〃
ん
γ
ｒ
肌
、
Ｉ
〃
、

’
Q

侭 う
り
蝋
１

白

１

や

｣

鬘
Ｊ

４４Ｌ
Ｉ

仇
盛
属

走
破
零
下
職

イ
P

巴



』

秀

､
邪 伯

、

Q

蓼
．

媛
維
う
ム
Ｙ
Ａ
ょ
少
４
り
し
ｔ
く
寺
に

了
Ｉ
く
僻
７
９
筋
ム
４
２
３
灘
あ
く
牝
の
灯

峻
鍬
呼
，
令
弘
等
１
１
１
ぞ
飼
仇
慨
彬
蕃
ぐ
う
〃
〃
‐

山
の
》
珍
叩
Ｉ
〃
へ
の
奉
乱
；
分
久
婦
ｊ
ｌ
ｌ
１Ｊ

I

凸

…
①

法
念
し虫

少
雄

柱
五

卜
央

？’
萱
匂
井
‐

橘
良

ｑ

秘
穐
Ｉ

允
堆
一

胤
州

誌
雌
・
汀

０

６

０

０

１

１

１

０

１

１

６

i全淵ト I竜
1

夏ネ）

三



一 一

一三学一一 ユー

『

住

一
一

■■■■■■

弓
一寸 ~一一 一

ー

F－－ー7
凪

ー

ｑ
凸
■
■
■

6

1

4
0

I
P

震
郡
麓
の
Ｎ
ｉ
も

山

め

劣
重
字
ら

蜂
て
チ
レ

の の
仏
祁
ぬ
き
や
降
倹
べ

閏

／

や杢
小
の 巻

を§
崇
剛
の
和
／
生
芝
芋

１
１

ｈ
ゾ
心
胃
４

人
の

め
、

ｰ

嘩
慨
ｌ
も
茄
診
の

芦
仇
ｗ

秘
し
の

I
の 剛

陥
お
ふ
”
肱

ｗ
恥
碑

係
似
岬

、
雌
釧
Ⅵ
１
ノ
ー
、
、

’
い
い
久
韮
同

笠

１
１

』

純
化
耽
降

) IN
i、

ド，T

I I

L'<j l
。’命

宅

椎
（

沙
管
/恥か、

１
１

I

Ｌ

言一

竺
戸』

一．

』I
ー

一 一＝ －－一



一

し

0

4 ■

●

一
宇

伽み
ち
も
の
え
参
篭
め
と
た
り
ｔ
、
魯
塑

庵
～
、
ろ
〆
多
一
ぎ
ぎ
ｌ
、
琵
琶
八

才
あ
ん
妬
水
永
・
入
，
；
漁
勿
掻

う
め
為
勿
鯵
３
皇
詮
〆
弄
１
３
討

斗
鉛
憩
刈
ｊ
や
型
塞
〃
〃
守
協
〆
ｆ
爵
胤

諺
行
吟
二
句

湯
攪
曳
３
少
た
り
縦
租
祁
・
仇
謬
篭
左
同

Ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
う
曲
骸
や
舎
烏
や
も
才
：
／
ぬ
碓
＃
″
恢
胞

云
圃
蚕
へ

舵
ゴ
、
肱
叩
き
Ｌ
け
ハ

潅
蒸
態
李
修
輩
１
４
才
粂
尽
謬
聿
旦
豆

膿
ん
修
診
れ
ば
乳
移
鵡
；
一
旬
Ｊ

葎
γ
§
ん
』
』
’
１
、
羅
吋
券
１
２
淫
飾

ｒ

撚
恥
乱
、
唖
ｊ
も
遥
か

葵

診
参
や
稔

。

手
ふ
Ｉ
ざ
蛍
ヤ
調
本
ｔ
ｌ
劣
る
ル
ク
の
奉
陶

ｆ

務
曇
？
‐
奪
倉

…
１
１
ゞ
胤
川

伽
寧
－
４
秒
ハ
月
Ｊ
吟
．
の
糊
侈
入
ｒ
７
あ
ゑ
減
り
胸
Ⅳ

》
癖
ソ
の
７
物
嶋
‐
剃
り
忠
膠
乎
易
彪
中
小
Ａ
ｒ
Ａ
ｙ

微
。

勘
１
易
ｋ
ふ
く
Ｉ
〃
涜
誹
１
３
介
ノ
リ
ゑ
記
鮒
Ｚ
い
ノ

久
協
凡
じ
花
私
似
の
才
押
と
み
沙
瓜
弾
Ｆ
ｈ
ｊ

１
１
１
１

久
森

剛
幽
茜
任

1波
六

蹄
委
》

砂
弗
可

田
洋

、
長
表的

峨
有

Ｊ
ｂ
■
ｇ
■
時

一

且
江
込
覗

ロ
ー
』
マ
ー
■
■
■
一一

着↑
〃
心
』

群
地

｛

一
▲
■
巳

蝋
イ
伽

ろ
糸
産

加
岳 ・

如
建
夢

丈
慮
領

一

百



一一
一一

Ｉ
４

1

1

1
少

Ｉ
ｌ
ｌ

－
ｌ
ｌ
釧
判
剛
を
伽
；
心
伺
角
“
‐
毒
子
牛

必
欠
懲
り
釣
胤
犯
〃
が

燕
鬚
子
の
ず
ふ
を
ｋ
焔
？
ざ
協
郡
７
ヵ

期
間
形
勝
ゑ

ワ
ひ
島
ｒ
１
蟻
つ
ち
１
イ
↓
易
蔚
２
穐

子

寸
俺
４
季
ぬ
ら
〃
弧
？
ｌ
Ｌ
１
形
も
膠
を
燕

を

乱
珊
さ
７
へ
・
今
涛
や
別
卜
夙
ソ
↓
ケ
ー
ｊ
脈
鮴
釧
伸
り
わ
に
蝿
影
小

李
牟
７
～
ｌ
ｊ
や
ザ
珍
席
ｊ
劣
遁
４
あ
ゑ
心
の
吾

山
多
３
の
Ⅲ
肥
え
ｒ
か
シ
、
や
勺
の
鈴
小
の
つ
ら
償

う
忠
吟
／
、
Ｌ
穆
勺
４
１
ｊ
荷
・
え
う
や
芥
承

嫁
ｌ
う
た
け
言
子
上
舐
２
２
Ｊ
聡
毒
ｇ
零
れ

、
一
〉
鍾
牢
，
顔
珊
巡
／
刎
心
〉
し
河
、
》
元
呵
１
１
浬
ｚ
オ
で
〆
／
、
ケ
レ
』
贈
底
ケ
》
刑
卜
も
″
ｔ
如
肌
呼

坪
ム
ノ
ー
鳶
の
葎
荊
嶋
形
や
鍵
蝉

綿
菱
や
薯
４
７
上
遥
尭
の
家

」

健
林
Ｉ
同
の
け
Ｉ
ざ
渉
彬
４
ど
ひ

鮨
の
か
や
今
‐
ｒ
島
Ｗ
ｌ
１、

鰯
＃
升
例
斑
叩
ｆ
砂
１
１
参
り
老
ｊ
か

聴
働
も
謬
悔
１
＄
の
垂
日
う
Ｉ
労

を
猟
Ｚ
ｒ
斗
乱
〃
あ
う
～
芯
舞
り
り
捗
鳥
伊
祁

胤
昏
を
蟻
菅
碓
学
監
？
九

私＊ ご
無＆、

永
山

姓
馴

零
隠

潤
む
砂

約
鍛

芳
明■

ー－一一一一 一
一

－

一

_』 －．－－－－－一~一



＆

一

－
一

一
一 ■

－

１
１
１

。

■

■

■

■

旧

Ｅ

Ｉ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

｜

ィ

偽

、

』

噸
，
う
み
１
ト
ー
１
１
秒
～
い
へ
ろ
い
鋤
翔
Ｊ
１
Ｉ
、
戯

牝
‐
移
を
曇
で
ミ
ィ
ぐ
蕩
今
碁
ｊ
か

４

言
鳧
か
凛
液
墓

一

ク

ギ
１
冊
７
肌
竹
ｌ
ｗ
椛
山
心
Ｉ
弗
叩
グ
リ
ー
ー
み
ん
少
賜
外
４
鋸
″
１
７
う
△
た
１
１

ｒ

撤
吻
眺
訓
あ
ノ
や
み
〃
も
沢
１
１
１

権
噸
州
２
《
》
吟
ハ

行

１
塚
夕
ハ
ノ
ル
秘
め
ｖ
の
イ
レ
７
７
１
１
己
方
リ
リ

ヨ

錘
胤
噛
騨
ふ
う
イ
〃
ん
１
．
Ｗ
Ｉ
ｊ

嘩
糊

呼
擢
１
１
の

洗
備
児
Ｎ
。

亀

胸
侭
Ｎ
Ｙ
か
沖
め
て
多
唖
ら
で
年
‐
罪
し
４
１
Ｊ
」
ス
ジ
１
１
方
ｒ
災
紗
帳
叶

い
ｌ
’
？
髭
ヤ
争
う
ｉ
ｎ
ノ
、
ｉ
ｌ
あ
い
裡
賜
／
ハ
ヱ
贋
ふ
ち
や
掴

恥
炉
何
軒
『
叩
吋
１
．
８
口
ｂ
〃
可
勾
、
、
α
、
旦
奉
一
一
》
、
，

杉
総
小
埋
誰
４
形
名
Ｚ
１
篭
ダ
丈
輔
峰
小
何

尚
あ
で
～
セ
な
ウ
ノ
３

え
㈹
六
巳
凸
券
１
１晩

禰
及

’

’I

I一椛
七
馴
餡
酔
味
陰
吐

唯
Ｉ’

’■ローー‘
一

一

_竺



’

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ｑ

Ｉ

１

ｑ

ｌ

’

’
ゴ



』
凸

一
一

一

一

、’

１
１！

I 口
Ｉ

ぬ
き
職
３
確
襄
熟
Ｉ
ゑ
ゃ
…
…
た

舩
丹
ょ
ふ
く
沓
、
術
’
ぬ
ゞ
詮

か
畳
延
麥
ハ
弔
胤
で
＆
測
〆
て

冬
量
の
鼈
７
を
ク
介
含
違
全
買

夏
鍵
の
家
描
軋
琴
も
噌
圖
さ
ｌ

扮
童
ず
ふ
毫
咳
峡
一
、
の
‐
だ

彦
守
ｉ
ｉ
ｉ
名
玄
帝
ｆ
ｒ
、
〃
？
わ
け
９
繕
ゑ
ち
恥

ふ
た
巧
ち
ｊ
ｂ
ｈ
ノ
旬
洲
捌
か
，
ハ
を
み
Ｉ
ノ
４
＆

花
芋
声
人
の
嫌
Ｊ
へ
″
‘
玖
低
で
ゆ
り
船
他
Ｌ

名
紗
わ
↓
皇
防
ｌ
と
鶏
工
７
ヶ
亀
玲
ｆ
り

躍
れ
の
諺
、
ゑ
わ
参
る
慰
め
易
；
ノ

弘
卜
７
４
ノ
ー
ケ
あ
恥
７
，
台
以
毎
＃
の
〃
⑬

弧
ｌ
／
、
八
、
姓
獅
嘔
蝿
ふ
３
″
７
の
吻
移
ａ
ｔ

ら
蹴
秘
の
ザ
凱
〃
脳
帆
な
ｌ
腱
八
挫

ｖ
人
ｙ
〃
ｊ
の
噛
れ
〃
争
う
Ｊ
”
鋤
糺

悔
湯
呼
老
〃
７
脇
く
身
‐
趣
／
３
曲
γ
総

ノ
令
忽
Ａ
ダ
ノ
ノ
ー
，
Ｉ
Ｌ
Ｇ
〃
今
鐸
杢
八
”
～
う
ｌ
寺
ぐ
今
午
Ｅ
汎
》
無
く
坐
や
。
入
弐
ご

菫
う
参
う
坐
さ
蘭
Ｉ
犬
了
う
介
入
ノ

御
沃
Ｑ
づ
Ｌ
の
苓
潅
”
ん
と
か

一
§
１
Ｊ
汎
ノ

〃
１
７
１

■

■

０

‐

■

■

０

‐

‐

■

■

■

‐

ｊ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

Ⅱ

Ｏ

Ｉ

Ｉ

ｊ

ｌ

ｊ

Ｏ

Ⅱ

ｊ

ｊ

ｑ

０

ｊ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ－

」

晶
次
か
‐
今
移
兎
函
ろ
縁
Ｊ
十
島
ｉ
た
ち

１
１

‐

"拳¥"筆

七

汲

遥
提
-迄

9

号明,享 Ｉ
ｒ

且

壷

■

Ｕ

回

１

１

旬

朝 咽拳 亭 、

｣

■■一一 一 一 一一 凸



I

Ｌ
声
島
鱗
材
卿
ヲ
魚

0

ト
ー

／

‐
ｊ
々
‐
“
一
戸
ｈ
０
ｄ

臺
易
渇
き
診
の
か
家
〃
菱

琴
翰
＃
１
月
え
塗
；
パ
ら
蕃
曇
や

麦
、
良
夛
Ｉ
１
ｌ

嘉
八
準
宕
ｌ
～
？
泓
舞
の
誉

ｒ

絢
岬
１
Ａ
イ
ォ
ル
３
６
、
２
，
、
紗
が
圭
７

１
１

か
↑
１
ノ
、
刃
、
摘
脚
Ｌ
ｒ
難
ま
だ
ｊ
ｉ
熱
〃
、
ｒ

つ
ｒ
企
み
＃
か
１
１
１
Ｖ
畢
昼
ハ
ワ
釧
郵
輌
叩
”
鍋
噌
彩
と
罪
４
の
輝
延
１
恥
叩

ｊ
ｌ

｜’

4
1 'や
｜

等｜ ｜

｜ 、
’ '零
I

功
l
L

毒
桃, ｜
セ｜

湖
勺 「

麦
切｜

淀’
八' '一－一℃_ －

弓

一

捗
り
伊
撚
り
の
拶
殆
“
必
７
】

■

諺
：
八
別
嵜
秀
沖
』
構
呂

７
ｂ
Ｄ
Ｐ
，
１
８
Ｏ
ｊ
Ｊ

１

夢
絢
ツ
愈
酬

夕

。｡?､

l

o

p

｜

’
宇
洋

銅
農

鹿
野

鞠
亭

夏
貰

漫
。
鉄
一

卜獅 １
１1

可



■

１
１
１

ｉ
Ｉ

１
割
刎
剃
瑚
創
制
刺
釧
刊
劉
恥

１
寝
珍
す
Ｉ
鴨
を
Ｉ

え 唖
協
Ｉ
う
＃
う
珍
易
や
蹄
ｖ
乱
畢
も
あ
～
ノ
ッ

人
，
参
り
鯵
フ
墓
診
溺
冊
ゐ
潅
吻
う
ゑ
功

タ
４
膠
汐
や
賂
ソ
尋

舟
鈩
の
寸
暇
の
宏
４
ケ
”
ｙ
ｒ
や
ｂ
へ
跨
毛
⑧
打
灯

脇
感
噌
や
詮
閃
寧
ｉ
ｆ
鮮
墓
の
よ

Ｉ

轟
胤
劇
糸
杉
乱
吟
躍
？
７

０

人
っ
笠
諺
な
さ
さ
と
茅
１
基
修
之
き

篭
１
１
ゐ

画
気
上
ゲ
励
悦
″
１

河
ゑ
そ
拶
小

〃
Ｊ
の
例
脚
憲
ソ
〃
；
２
ｔ
毎
＃
勿
掻
ビ

ヤ
岬
ｊ
ノ
伽
γ
；
、
協
脚
盆
７
人
吟
ｔ
誹
跡
／
＄
勝
織
レ
リ
ノ
診
削

１
泊
■
Ｐ
Ｌ
、

赫
撒
１
粥
②
諺
も
患
ｒ
管
媛
／
＆

６
■
■
豆
叩
０
■
■

を
翁
拳
勿
切
〆
渉
珍
易
甜

包
皇
オ
ｉ

、

八
埜
緬
咳
拭
吻
合
か
や

浩
参

の
・
ふ

の
峰
晒 山一

え
外

越
α
五

南雰
且峰

１

剛､洗捗諜捲等
央組夫間堂秀

と
Ⅸ
０
、

４
．
も
－

書
ゞ

」

捻
轟

勝
産ｌ

剋

九
，
庇
山

寿
必
久
脚

水
殺
γ

ノ



１
１

１’

’

一

一一
一

『

I

一ー

一
一

恩
ふ
喰
７
名
あ
塗
＃
秘
Ｊ
ぷ
く
含
Ｌ
薯
守

必
磯
側
学
暫
笈
路
慨
札
よ
混
Ｉ
ｈ
ｉ
豹
間
脳
堅

蕃
の
毒
潟
シ
し
う
‐
鋤
ゾ
メ
も
募
次
漣
Ｆ

労
Ｔ
Ｌ
く
の
易
修
す
へ
式
箏
″
７
ト
ノ
沙
心
の
ｆ
箸
溺
榔
‐

治
り
〃
；
ら
湿
厨
の
務
珍
な
ら
腋
『
逐
獅
永
生

鼠
鷺
川
の
や
ｌ
ｉ
ｊ
兎
を
’
ん
珍
考
参
彬
朧
錐

諺
唾
瀧
え
翁
判
照
り
臆
つ
ぅ
１
１
＃
心
鰹
浜

膨
洪
今
身
く
”
ん
防
側
の
診
弘
‐
う
玲
眺
賓
山

捲
柵
７
イ
段
雰
の
千
倉
櫻
舌
滝
ク
グ
繁
寿

裟
鍛
や
彦
寸
斜
舟
り
受
八
狸
‐
号
く
る
裳
老

日
日
届
日
名
画
且
日
日
日
日
■
日
日
ｌ
諏
七
鯏
釧
割

－ ▲ 一
二

一

一

１
１
１

認
識
詮
蜘
轍
汐
迩
雄
の
壷
紗
凡

蕊
１
雫
葹
ｚ
菱
、
い
〃
脅
笹
字
誓
藤
允
美

基
程
ハ
稜
秒
珍
と
Ｉ
挙
象
り
ゐ
零
選

琴
隆
〈
＆
〃
〃
仇
子
ら
ぐ
う
島
ｆ
秒
の
協
心
方
鯛

久
か
１
瓦
榊
袋
？
の
乳
？
鄙
脇
４
８
海
ゆ
約
墓
脚
脚

力
恥
γ
↓
ち
り
～
～
。
ま
泌
郵
Ｊ
郡
妾
勧
升
牝
孟
γ

加
ｆ
負
わ
徹
雄
ら
ソ
齢
あ
．
縫
う
↓
瓢
吟
鞠

４
″
＃
〃
品
も
渤
海
も
Ｆ
ｊ
ｊ
Ａ
Ｖ
も
ず
魚
擬
欝
Ｉ

胤
隊
噸
応
娘
拶
渉
ら
共
，
＄
’
１
眺
嚇
の
鷺
“
趣
贄

瀧
Ⅲ
恥
夙
彦
學
ｒ
葛
馳
久
で
形
～
Ｉ
ル
ー
甜
狛
先
一

脚
脈
岻
似
７
１
１
〆
暑
側
の
心
ハ
溌
胤
Ｊ
ｈ
ノ
炉
７
人
？
１
‐
峅
卿
愛
凋
‐
一

ド

j

←

》



』

.‐ －－ － ‐ 一 一 一---一1111･･･~－

J

処

窪
駆
陰
ハ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｈ
８
■
■
■
日
■
■
■

を
あ
り
鰯
を
易
見
ァ
捻
ら
ぬ

あ
き
②
諺
や
あ
股
ハ
う
塗
り
５
皇

嫁
髻
念
§
：
拶
溢
為
の
辱
溌
卿

鬼
ｒ
ｊ
ゑ
ゅ
も
盈
鞍
ツ
メ
側
土
胤
岬
勲
坤
ｋ
ノ

瞳
１
１
１
：
あ
霧
凱
汐
ｒ
と
で
稚
凝
師

管
陶
や
ｆ
や
夏
忽
耶
域
間
１
１
の
み
，

刃
吃
よ
杉
の
鼎
ｉ
り
よ
ゃ
…
聾
陵

切
ノ
ｉ
や
お
く
雛
ダ
た
ち
寛
ぎ
矛
離

唇
穆
の
〃
侭
や
移
畠
の
姥
ｒ
昨
Ｉ
崎
ｆ
雷

喫
泌
や
〃
ぬ
項
も
舷
淵
峨
の
鈴
虫
激

わ
ち
＃
く
才
を
小
字
２
Ｊ
次
撚
息
↓

え
易
の
皇
を
参
看
げ
ぅ
ん
タ
ケ

姦
騒
堂
ハ
碁
参
泓
癖
ぬ
ぜ
，
岬
我

易
凱
急
ぐ
あ
咳
謬
ｚ
暑
き
一
面
職

人
垂
の
ヅ
を
淵
狩
ｊ
り
ｒ
ｋ
Ｌ
ら
§
語

を
錫
翼
《
杉

Ｊ

膨
塁
Ｙ
く
髄
ツ
凱
珍
診
ず
ノ
ワ
舷
の

’
八
毒
録

い

●

紅桐浦屍
亮頼磯秋慧鬘ｋ

酌
■ ー:一三二一

可

L



１
１

‐ ▲

テーーで

’
－－

Q

蝉
峨
命
‐
全
く
〃
の
～
～
り
ん
坐
少
当
層
や
ヤ
必
勝
外
Ｉ

賜
り
総
ツ
の
ぢ
う
ｈ
ノ
岬
ｌ
り
〃
ｊ
り
肌
服
洲
胤
鷺

為
詑
呉
く
巷
の
農
易
強
み
〆
７
会
か
』
■
ｒ
ｒ
ｌ

盈
享
や
少
や
夢
の
ひ
ば
た
ら
灌
の
。
諺
愛

牧
筑
療
約
ハ
人
の
＃
外
Ｉ
恥
ぅ
姪
櫛
の
糸
〉

’

二
襄
妙
を
山
の
上
？
，
場
零
毫

を
７
１
き
燕
の
陰
ろ
笈
メ
ゲ
ら

葦
，
〃
診
泳
猛
り
匂
ｆ
Ｉ
奇
も
勢
糸

蕊
ｆ
篭
３
つ
ゾ
く
噴
ｙ
渉
令
‐
』

ぜ
；
必
ぞ
与
掛
弓
拠
ｗ
ｌ
Ｉ
ｊ
墨
雍
承
〆
の
牢
蝉
鋳
謁
砺
の
め
〃
、
錘
錬
も

葎
１
Ｊ
卒
育
落
旬
と
の
§
鞠
例
烏

、

肘
ｒ
級
１
１
～
１
才
ｊ
ｌ
Ｌ
寄
汎
脇
ｒ
ｌ
の
抽
蝋
爵

琴
の

妙
壱
や
礁
雁
や
ｊ
麦
多
妙
礪
の
＃
７
へ

堺
↑
Ｉ
る
ぢ
や
哨
併
ゲ
γ
福
峨
崎
吋
～
き
」
勺

芯
鼻
必
恩
も
つ
め
椛
肪
峨
凹
悌
鵬
Ⅳ
Ⅳ

靴
‐
吋
馳
住
ら
う
み
Ａ
〃
リ
Ｊ
誇
り
ク
鉾
馴

ｆ

Ｗ
ソ
質
ウ
ム
ｆ
ｂ
多
悩
川
竹
堅
剛
ハ
ノ
含
ク
ｖ

銅
総
そ
る

｜
I

’ ’

口 小
亭

月
象介姦群議渉永搾

亭泌輸絢涌象､蓬WL

恥
色
埼亭略鯛.亭菫壼期

L

l

■

軍
一

一

一士一一一 弓 一一, -』■d■~一一一 一一一』【



■

I

L



氏

－ ‐’
１
１

↓
洪
牝
参
入
ｖ
己
丸
川

■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
－
ｌ
ｌ
『
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
‘

球
掌
っ
↓
集

白
ゞ
弓

腓
叩
胴
ｊ
ｊ
小
切
〃
り
付
Ｗ
Ｉ
ｊ
か
ん
ｆ
；
剃
叩
Ｉ

皐
唾
愚
し
う
も
噂
ハ
ゾ
／
葱
の
お
ｉ
ｔ
さ
ぞ

田
の
沙
ｒ
ふ
く
‐
掴
の
１
’
た
？
み
な
〃
の
‐

柔
曹
の
比
彩
る
ノ
１
１
鞠
雫
１
も
永
の

雷
〃
山
上
ざ
礼
、
彦
岸
刷
り
２
糸
蛍
昭
為
／
恥

ふ
１
４
ブ
ｈ
ｊ
方
驚
人
逢
の
ら
誹
釧
阿
好
を
坐

一
丸
命
１
Ｊ
拡
碓
ひ
ち
１
７
１
．
？
竿
募

9

I



一二

「 ひ
を
め
群
１
－
＃
ん
１
Ｊ

可久

鋤
に
花
、

湊

キ
守イ
狄

過
11週や、

蕊 令
‐夢一
唖、

、

凸

■

’

日

魚

枇
七
敵
陣
圧



－

、一

＝
ー

姑「

Ｉ
Ｊ
Ｉ

ト
ー
略
Ｉ
・
Ｐ
■
■
■
王
、
■
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

ｐ

１
１

仏
縄
う
畢
幻

耀
喝
る
ち
を
鵡
乃
ｉ
ｊ
《
７
公
！
《
ハ

胸

h

凸1

O

臺織
り

！

1

J
I

1
UB

入職
’ ｜

｜' ’ 毒
｜ 霞｜

↓

琴
七| ｜

雷''六雑認州朗☆意”
1

0

い
つ
の
看
』
〃
〃
小
磯
た
５
お
び
負
け

三
紗
参
の
啄
丞
へ
泉
離
噸
勺
祁
ノ
ヘ
ヤ
３

上
邉
寿
１
～
峰
ｆ
ｌ
ｌ
シ
す
糸
患
蛍

鞍
り
ず
を
易
訊
を
〃
池
ｆ
陸
會
く

平
グ
ー
馴
紗
ぜ
ろ
強
墨
艸
う
湯
Ｉ
，

秘
ｊ
書
ハ
慨
の

山
手
レ
ー
諺
寸
溺
り
所
Ｉ
喝

翰
Ｘ
通
の
オ
ー
リ
兇
へ
零
種
グ

呼
十
こ
の
な
か
ｊ
ａ
凌
解
雑
身
腹
司
私
乾
窪
聯
，

ｐ
■
■
Ⅱ
０
■
Ｑ
１
Ｄ
Ｐ
Ｆ
６
９
１
８
Ｅ
Ｈ
Ｉ
８
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
０
日
◇
△
■
ｇ
凸
■
且
回
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
６
日
１
６
７
１
１
■
甲
凸
Ｈ
０
ｐ
ｌ
ｂ
０
ｂ
９
Ａ
凸
■
０
１
０
ｌ
Ｉ
６
Ｂ
ｐ
ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
１
ｌ
８
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ｉ
Ｏ
ｊ
ｑ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
１
１
４

タ
れ
塁
惚
４
筋
？
狗
踏
も

陥
修
勾
診
ト
ー
リ
舟
聯
ょ
貴
撚
＃

吻
汲
ふ
ぐ

ガ
イ
ゆ
く ，、

〃

ト
総鯛蒸賂朗式 顛六誌朗

し

h 』 _‐-----一ゞ－4－－－－－－℃



－－1 1
－
－

１
１

、
‐
ｌ
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
限
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
口
■
■
且
■
■
■
■

６

、

姉
Ｉ
の

念
腱
の
れ
ノ
ー
３
碑
艶
〃
、
ア
リ
ー
〆
ｌ
》

切
吻
電
小
旗
の
才
も
喝
か
ず
し
奇
、

〃
１
７
ザ
錫
凱
ゾ
聡
の
邦
鯵
ふ
拶
冷
槻
勘

診
噌
も
？
～
す
も
お
ふ
ぜ
く
§

台
圖
函
雛
六
十
一

士
朗
士
一
、
鞭
瀦
へ

ｂ

●
■
日

ｑ

１

ｂ

ｏ

ｊ

〃

Ｌ
Ｏ
ｌ
勺
０
口
句

己

、

４

’

↓、
$ 'v;
もか
め《

厚さ
枇
七
弘
酔
隅
停
脈
僅

朗夫 朗松 、'1、
●

I



「
■■■■■■■■ ‐

蜂

１
１
ノ
ブ
制
員
了
わ
ぐ
ｌ
Ｉ
今
冬
く
日
約
吻
靭

膠
鶴
の
晶
岱
鵬
・
；
会
、
務
声
あ
／
畑

黍
診
る
４
綴
乞
壌
鮮
〃
Ｉ
水
の
〃
＃
紗
；
‐

彦
湯
午
七
の
鮒
遡
り
け
乱
芳
ｙ
１
巻
の
Ｌ

乞
腸
の
毒
が
ｌ
く
き
才
人
１
才
夕
滋

式
姥
の
才
Ｘ
き
↓
の
み
れ
ぬ
ん
焔
の
、
移

管
霧
ｊ
絹
茎
藤
イ
ー
さ
宅
の
皇
晶
ゲ
リ

１

１
こ
り
～
７

尋
溌
の
彬
箪
崎
晃
脅
Ｉ
，
分

眺
Ｉ
吻
咋

ざ

■

↑
ｆ
ｆ
Ａ
燐
り
の
棚
／
紘
坊
珠
Ｉ

姦
卿
発
話
く

ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
！

稚
＃
苑
え
〃
紗
腱
の
ｌ
ノ
リ
う
１
基
ご

騏
失

か
う
し
堂
／
を
秀
ｊ
愛
一
電
の
胤
診
爵

篠
潅

・
抄
鳶
の
小
竣
Ｊ
寸
秒
診
亦
噸
１
１
α

久
辿
漁

施
髪
咳
や
参
推
権
！
少
め
メ
給
降
留
金
旗
騏
上

＄

峯
役
溺
沙
，
１
才
を
Ｉ
ゲ
ク
厳
の
》
嘉
雰
農
γ

欽
口
明

方
ふ
り
の
＃
Ｉ
汀
診
；
ｒ
舞
歳
ｆ
紗
き

吐
山

臥
や
〃
４
１
り
１
１
の
竹
ノ
浜
虻
Ｉ

試
刈

一
日
重
《
た
３
秒
７
く
篝
謁
堪
級
の

吟
ノ
を
お
く
ひ
て

惑
榊
～
ｌ
全
鯵
惑
協
震
乱
乞
む
密
の
聯
戦
火

凧
の
ぢ
た
／
亨
ｉ
〃
ｈ
ノ
隅
悶
別
↓
程
人

■

■

８

１

Ⅱ

８

０

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｈ

■

■

■

且

日

日

■

０

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

８

０

Ｈ

Ｄ

Ｐ

Ｌ

■

■

Ⅱ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｆ

■

■

■

■

■

Ⅱ

‐

ｍ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

０

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｌ

Ｌ

ｌ

－

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｐ

Ｉ

ｉ

６

■

Ｔ

１

Ｉ

ｊ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｄ

Ⅱ

■

Ｉ

ｂ

ｊ

０

Ｉ

蕊
七
溌
呼
謡

ｉ
Ｉ

や
崎
ｆ
凶
の
え
肘
叩
１
勺

’

I

■

惚
良

非
ｌ
悪

昔
々
杵
叩

駁
六

蝿
胸ｌ駁六永

久
崎
有

継
王

塵
川

よ
”
、

0



一・一 一一鱈

●

９
４

１蕊

ｌ

抜
驚
の
ゐ
や
Ｉ
今
れ
鈴
弛
か
＄
へ

腸
孝
の
参
め
ふ
Ｉ
先
ん
さ
け
総
農

、
坪
ク
ク
仏
紗
ハ
盈
孚
の
み
如
稚
錨
ク
参

‐
心
旧
柵
悩
旧
脈
Ⅲ
臘
附
Ⅲ
階
冊
Ⅳ
砂
山
恥
刷
剛
酬
い
側
目
剛
鄭
郡
附
浦
川
咽
凸
Ｆ
Ｍ
鵬
附
Ⅲ
聰
い
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
川
Ⅲ
叶

蝋
協
敬
ｉ
ｆ
噂
婦
臓
噸
曜
り
州
削
萱
言
騏
夫

壕
礎
罫
患
謬
暴
羅
嶬
皇
瑚
珍
琳
了
さ
九
臭

か
〃
ｄ
γ
側
徽
剖
と
聯
患
ふ
り
秒
鳥
電
の
約
Ｙ
〃
試
餅
蟻
上

嶬
，
ｒ
眼
定
＃
く
り
側
奉
聡
；
晶
聡
墨
泳
，
秒
大
念
等

い
判
夕
芋
甲

“
ｂ
，
い
い
い
‐
‐
，
山
四
一
画
”
”
“
画
酎
切
”
蝿
、
い
】
叩

苧
・

●
｛

・
ノ

討
淘
ノ
嗜
凸
！
．
。
‐

‐
〆
い

＆
亭

隆
一
曙
》

，
鬼
嬬
‘

願
撫
認
ハ
茅
慨
墜
硬
奉
り
島
箆
め
い
々
壁
六
一

馴
諺
ク
鳥
矛
騨
ノ
つ
む
傘
７
１
〃
州
士
朗

⑨

、

池
１
偽
囎
み
イ
ン
秀
ｌ
か
蚤
穆
の
弓
Ｉ
‐
と
，
く
‐

Ｚ
ぬ
百
参
冬
ｘ
湯
Ｉ
蓄
脇
駿

嚥
か
喜
絃
の
戦
う
～
今
Ｊ
鯵

鯵
穆
騒
へ
詞
拶
苓
ゼ
ヵ
ふ
ぞ
の

唯
占
え
老
孝
う
杉
島
〃
～
壷
吃

入
蓉
ノ
ハ
帆
渓
溺
や
甚
寂
籾
‐
玲
齢
⑬
〉

■

●
。
Ｌ
・

I
Q

I

七
餓
嘩
肌
匝

阿瑚駁
蝋）孔、、1

【
可



一

L、_ 4 ｰ･ " 且 －
－

皇睡

日
白
日
１
９
８
８
１
０
日
■
ｉ
■
■
■
■
Ｈ
０
１
０
９
ｉ
８
■
８
０
●

陶
附
ば
ソ
γ
１
斗
吟
ら
惨
景
膠
寸
向
Ｙ
ｊ
ｌ
膨
有

’

１

１
１
１ 大方竹

鳥明月





ヨ

二 一一 －－ .ｰ 一一・・'一- ’
一一

』 一
－－

’

竜
の
毒
〆
多
愈
鯵
篭
蜂
の

る

塔
剥
善
鍵
吋
萱
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Ｊ
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猟
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Ｚ
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Ⅱ
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瀦
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３
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蜂
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；
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／
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４
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萩
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叡
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司
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応
募
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ｚ
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４
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Ｋ
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ｆ
＃
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ｌ
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ｌ
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４
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縫
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４
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⑥
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ｌ
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加
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＊
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篝
や
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塞
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Ｍ
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初
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昂
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期
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ｌ
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＊
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司
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Ｊ
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Ｚ
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仲
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／
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ｉ
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０
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ｌ
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＃
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＆
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Ｍ
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Ｔ
ｌ
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４
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ａ
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９
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４
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ｔ
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９
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Ａ
ｒ
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Ｉ
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７
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／
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ｒ
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ｉ
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Ⅱ
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３
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Ｚ
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４
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２
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／
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＆
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＃
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憾
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萄
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岬
Ｉ
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／
為
紗
ｆ
４
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友
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４
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９
７
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＃
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ａ
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鹿
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④
１
１

と
露
を
鰯
ｉ
蓋
謙
浄
り
く
夷
い

み
う
～
Ｉ
の
託
～
皇
樅
山
参
妖

抄
堂
案
泌
淘
菅
を
含
す
蓼
更

漁
ｙ
や
↓
烏
世
ず
す
う
え
》
助
イ
季
と
の
弥
斬
Ｉ

Ｚ
労
創
ぃ
Ｚ
当
ぬ
く
砂
‐
乱
榊
ｊ
ｌ
②
惚
旧
Ｊ
聯

劣
γ
州
Ｖ
の
峰
〃
ｆ
ｒ
勺
ｆ
ノ
ー
孝
妨
秒
峰
紗
墾
獅

む
ぎ
も
論
ｔ
杉
卿
脾
り
て
、
乳
涕
Ｉ
夢

方
蜂
ら
含
寺
」
参
７
４
唯
巧
ｙ
，
碑
識
も

掴
辱
悲
偽
１
１
み
友
の
堂
八
の
施
叩
ト
ー
リ

｜

浄
恥
の
お
感
海
か
ｆ
と
つ
Ｉ
駁
劣

冷
累
町
や、
む
＆
夕

端
蛾
恥
憲
一

や
汁
釧

給
細
蹴
と
劣
伊
４
１
１
浦
の
露

台

泳
耕
１
ｉ
え
る
篭
の
麺
戦

ノ
ア
僻
叩
ム
ド
『
去

私
し
め

ヱ

塞
琴

膠
ケ
私
議
秒
捻
を
監
橘
祭
壇
恥
陶
〃
い

角

騏
六

京
双
手
噸

戟
六

壷
鬘

騏
六

》
ガ
グ

士
亟

伯

Ｉ

月
忌

駁
さ

《
‘
て
鍛
邸
崎

駁
六

イ
；
沙
柚
炊

戟
六

輔
州
走

駁
六

ー－－4－－－－℃← 』 画



|’

’
’

一ー一ー一ー

■

▲

■

▲

■

▲

＃＃＃
4

1

必’
壱
の
莎

フ
ノ＞ ’

｜手‘
3

1
愛！

i

剛
｜

ら ｜雪

4

1

必’
壱
の
莎

フ
ノ＞ ’

｜手‘
3

1
愛！

i

剛
｜

ら ｜雪

雷ノ例

◆◆

窃
入
券
ら
や
靭
汐
く
と
，
零
の
泌
涜
ゲ
ー

塞
律
７
１
１
唾
ｙ
１
ｊ
１
、
吟
え
ｆ
Ｗ
ｙ
〃
り
く
》
稚
の
や
く

窃
入
券
ら
や
靭
汐
く
と
，
零
の
泌
涜
ゲ
ー

塞
律
７
１
１
唾
ｙ
１
ｊ
１
、
吟
え
ｆ
Ｗ
ｙ
〃
り
く
》
稚
の
や
く

雷
士
の
小
龍
縄
Ｉ
ふ
り
３
ハ
あ
う
ク
ー
ノ
〆

ら

確
嘱
術
γ
府
Ｉ
い
ゅ
診
産
の
増
ｊ
ｌ

ｌ

ｏ
産
脹
や
九
フ
青
り
た
も
辱
の
永

栩
ヅ
猛
易
よ
〆
毒
〃
〆
憾
み
や
り

雷
士
の
小
龍
縄
Ｉ
ふ
り
３
ハ
あ
う
ク
ー
ノ
〆

ら

確
嘱
術
γ
府
Ｉ
い
ゅ
診
産
の
増
ｊ
ｌ

ｌ

ｏ
産
脹
や
九
フ
青
り
た
も
辱
の
永

栩
ヅ
猛
易
よ
〆
毒
〃
〆
憾
み
や
り

ｌダウ
苓
妻
ぎ
ぬ
を
の
う
妻
’
㈹

き
の
ふ
ゃ
ｉ
乞
珊
も
恥
呼
風
穆
３
イ
リ

み
の
貝
篭
Ｉ
稗
も
鯵
途
予
対
ノ
リ

ｌダウ
苓
妻
ぎ
ぬ
を
の
う
妻
’
㈹

き
の
ふ
ゃ
ｉ
乞
珊
も
恥
呼
風
穆
３
イ
リ

み
の
貝
篭
Ｉ
稗
も
鯵
途
予
対
ノ
リ

ｌダウ
苓
妻
ぎ
ぬ
を
の
う
妻
’
㈹

き
の
ふ
ゃ
ｉ
乞
珊
も
恥
呼
風
穆
３
イ
リ

み
の
貝
篭
Ｉ
稗
も
鯵
途
予
対
ノ
リ

幸
叶
切
～
う
Ｉ
や

幸
叶
切
～
う
Ｉ
や

し

や

喝
そ
ふ
爺
。

診
…
篭

〆

尋
，
ト
ー
～
土
〒

Ｉ

，

、

ｂ
隆
咽
咀
〆
Ｌ
Ｕ
。
■
■
。 し

や

喝
そ
ふ
爺
。

診
…
篭

〆

尋
，
ト
ー
～
土
〒

Ｉ

，

、

ｂ
隆
咽
咀
〆
Ｌ
Ｕ
。
■
■
。 し

や

喝
そ
ふ
爺
。

診
…
篭

〆

尋
，
ト
ー
～
土
〒

Ｉ

，

、

ｂ
隆
咽
咀
〆
Ｌ
Ｕ
。
■
■
。

塚塚塚

＆
勅
噺
も
岬
〃
間
ｙ
山

＆
勅
噺
も
岬
〃
間
ｙ
山

＆
勅
噺
も
岬
〃
間
ｙ
山

騏
六

玄
の
酋
京
春
捜

Ｉ
ノ
肌
眺
敬
六

例
ノ
雷
騏
六

玄
の
酋
京
春
捜

Ｉ
ノ
肌
眺
敬
六

慧戟雄鋤芦騏
東

職淵六涯六
慧戟雄鋤芦騏

東

職淵六涯六

八
●
セ
ロ
口
兆

八
●
セ
ロ
口
兆

幕騏》駄豊慧駁 宇
璽 ‘お失手、耐火 六

幕騏》駄豊慧駁 宇
璽 ‘お失手、耐火 六

幕騏》駄豊慧駁 宇
璽 ‘お失手、耐火 六

L

L



一一

州
Ⅷ
伽
Ⅲ
り
へ
人
１
ち
ゆ
雪
、
ノ
ー
え
《
Ｙ
ｂ
怖
い

罐
壱
の
肌
り
く
父
了
十
ｊ
多
漏
ゐ

椎
ら
ち
う
曲
の
苛
祗
ノ
ー
多
埼
の
窓

彦
耐
羊
差
楠
花
く
う
先
の
屍
、

慨
彰
咋
の
秘
Ｉ
部
診
た
く
嵯
發
寮
験
六

亨
小
侭
ハ
櫓
の
聯
酋
莚
灯
の
舷
遙
孔
阜

タ
耐
易
水
の
沖
貯
て
諺
雲
り
か
雪
ハ

バ
九
く
み
壱
九
く
週
が
り
イ
リ
、Ｉ

L

ｌ
も
、
い

』
■
了

一



． 曲 と▲． 、侭
nJLL■

し

聴
堪

０
■
馬
０ 丞

参
雌
や
ネ
ぅ
～
ｌ
ふ
ち
わ

式
冬
挑
町
の
、
ャ
小
挑
燃
罫
や
方
１
，
雄
汽
奔
己

紬
搦
疹
給
嘘
悔
い
つ
み
侭
へ
ハ

ｑ
ｌ

、

．
徽
鞠
柳
の
聯
め
ぁ

迩
鈎
す
い
吻
管
や
鳥
う
め
↑
ろ
奇
釧
き

り

臥
紗
プ
ノ
を
》
齢
や
忍
挑
Ｌ
紗
臆
７
堵
亀
蠅

嚇
翻
拶
や
拠
り
う
ｉ
卦
．

”
や
ゆ
難
９
″
の
淑
卿
州
ツ

＆
帳
聯
叺
升
叫

篦
で
の
泡
、

の
み
鮒
泌

秋
窯
餓
弓
下
一
平 －

４
通
推
巴

騏
六

堺
浅
良
一

京
曾
雄

熱
汰

》
率
診
勝
采
兆

、
』

騏
六

＆

、回り
▲

|, 。



’

後
才
人
裁
仙
疹
矛
小
淵
兆
十
鴇
器
Ｘ
遙

溌
磁
換
ヶ
超
鰄
Ｙ
舟
４
籍
９
Ｍ
た
る

方
諺
鐵
を
ふ
腺
衾
を
ヶ
ｊ
ぴ
ゑ
‐

Ｆ
』

’
ゆ

1

０
１

可
〆



’
も

－－ －

《
、

＝

参
〃
霧
ｒ
異
沁
瀧
を
‐
Ｉ
ら
参
り

全

一
、
上
鍬
タ
イ
４
糸
歩
句
Ｉ
で
考
斑
燐
脱
催

９
Ｐ
・
勺

Ｉ
ｑ

ｌ

怖
孔
１
１
４
易
Ｊ
１
て
排
稜
皇
渦
Ｉ
Ｊ
Ｉ
鮴
士
朗

杉
ハ
目
な
り
診
の
７
予
ｊ
Ｍ
１
Ｊ
Ｊ
け
大
鋒

幡
蔀
ｌ
Ｉ
ｊ
，
の
、
才
７
ふ
斑
縢
の
や
為
７
り
〃
！
五
辛
週

翌
承
紗
麗
７
Ａ
７
７
さ
随
峨
の
暮
抄
Ｉ
椎
雀

大
、
の
ｉ
９
の
何
ふ
ズ
ウ
４
ｇ
た
る
議
の
参
寿
秀

さ
と
ノ
リ
〆
１
ｔ
ザ
朕
曇
患
舟
ｒ
７
ｊ
５
齢
搾

■
巴
■
■
ロ
己
、

》
一
暇
＆
弘
祁
ｒ
を
４
１
１
土
＃
鹿
の
と
閑
赦
泌
年

永
４
４
じ
小
拷
〃
擬
ｒ
ザ
ヅ
肌
〃
ｊ
Ｉ
ｎ
ノ
歩
系
月

妓
曇
劣
可
の
垂
の
俄
鉾
か
唯
７
も
＃
そ
創
乢

ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

綾
キ
ハ
教
侭
’
㈹
‐
－
判
１
１

●
ｂ
ｅ

フ

’



’

〆I

I



－

〆

沸
肩
の
杉
這
ふ
畷
の
ち
１
ヶ
豊
平
奇

、
忍
手
さ
雁
管
陶
ハ
ゑ
ふ
了
典
ノ
士
朗

凹
謬
の
胤
稚
彦
冒
１
愛
ハ
皇
を
家
ぞ
璃
星

あ
る
考
鼓
の
姥
写
ろ
う
・
４
１
１
勝
勢
秀

”
ぞ
玲
認
ら
用
ふ
て
上
甑
の
ｊ
；
桑
ｊ
ｌ
ｊ
凡
冷
有

場
奮
秘
夏
お
そ
才
ふ
ろ
Ｊ
１
志
珍
碕
Ｊ
ざ
辮

１
１
１

ザ
泳
詩
彪
吟
獣
ら
汁
Ｔ
亀
川
Ｉ
の
町
Ｊ

禅
の
番
の
ｒ
と
吟
嘗
斗
１
ぬ
必
り
吃

‐
あ
，
ろ
う
診
Ｉ
ｊ
や
妥
診
や
令
〆

創
り
人
ハ
２
分
噸
称
の
１
系
聖
移
ふ
み
す
需
で

罐
１
，
７
今
兇
皇
ｔ
蓼
う
・
勘
Ｉ

Ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｍ
Ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

鱗
祥
二
一

、

湫
蕊
手
二
一
、
．

§

ｆ

素
月
三
、

凸

邑

0

ｰ

I

鬘葦蓋嘉壼〃

宝三三一 睡’一

､

湖
減

子
森

石
兎

璃
屋↓

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

、

蒲＆発脊
●

謬
り



「 一 ・一－一－一 一

I

呈
吻
ハ
ノ
了
也
八
Ｊ
ｈ
ノ
わ
〃
ザ
も
吟
じ
ｋ
レ
フ
ｆ
１
ジ
リ
ノ
〃
小
い

、
患
澤
多
曙
愛
３
才
ｉ
と
曇
ｆ
く
り
鰭
彰

左
け
ち
久
芝
ぅ
１
３
款
遥
の
扮
急
ノ
か
ら

一
鬘
の
臺
潅
、
ど
鱒
ょ
菱
ゞ
・
倣

峯
唯
，
Ｉ
爽
裏
尽
名
菰

ｚ
と
ｚ
ぎ
ぎ
＃
か
山
苑
夢
の
ｉ
手
毫
ノ
１
１

１

人
の
う
１
Ａ
へ
ｒ
々
６
１
Ｊ

惚
妬

、ろ
う
ノ
く
１
１
と
砂
夢
約
の
、
７
ノ
‐
１
予
て
姥

畷
う
あ
１
１
菅
彪
＃
を
み
く

曲
紗
写
怨
の
ｋ
Ｔ
７
勝
Ｉ
』
ず
仁
ら
迦
承
と
底
う
ｌ

栃
羅
姉
ｆ
ど
珈
沖
ｉ
Ｖ
豚
／
ぬ
日
″
圭
篭
吟
１
１
１

’

１
１

、

産朗舞有秀農馴春有秀星



t

Ｉ
Ｊ
Ｊ

苛 野
可

h
●

秀補
r

韮一七
ヴ

ゲ
や

(‘ ，

展
一
医
哩
診
て
曇
Ｊ
き
〃
の
菱
恥

垈
悉
“
《
シ
↑
心
Ｊ
、
つ
ど
う
″
つ
フ
（
勾
〆
々
１
，
ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
士
ノ
心
‐
ｗ
ハ
咽
ノ
坊
毎
み
、
／

五大現士
歴遭難星朗 ,ノ鋤 6



’
ヘーーー

ガ

{

－
３

‐
、
，
９

の
姿
。
子
ｒ
捌
握
へ
ノ
Ｉ
～
て
坊
ｉ
九
段

旗
ム
ノ
こ
７
１
く
鮒
勿
〃
恥
’
ず
吟
７
－
段
ゲ
ハ
ゾ
も

１
ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
蝿
Ｉ
咽
，
！
‐
‐
‐
ｌ
’
Ⅲ
１
１
‐
ｌ
‐
Ｉ

､

Ｌ
ｇ
Ｊ
ｖ
ｂ
Ｔ
１
句
団
９
守
匪
岡
皿
函
ゞ
７

■
■
■
■
■
■
■
Ｈ
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
■
■
■
■
日
■
■

キ
ー
ｉ
塗
，
’
的
ふ
ゾ
腸
や
陥
手
／
ち

ノ

リ
急
ふ
た
の
ん
て
や
え
喚
統
の
毒

ソ
麦
え
學
孑
善
尋
く
あ
？
芝
参
も
序
ら

署
め
キ
ハ
心
Ｉ
ろ
一
掴
於
臺
一
具

Ｉ

ぞ
上
ｒ
Ｉ
ｔ
吹
杉
一
参
用
の
う
ｆ
諾
ノ

噂
へ
る
１
人
舗
の
白
〃
勘
の
ム
莞
入
意

～

t

；溺屋逝蘇壁X離産顛蕊
l
餌
卜

■



１
１

1 １
１

ｆ
Ｐ
ｊ
秒
～
ｔ
絆
ｌ
の
、
秀
ば
～
↓
も

１
’

一
、
、
蛤
、
う
で
を
げ
ん
も
ｊ
ひ
、
γ
む

ま
学
ゑ
ふ
２
縛
め
串
り
ィ
診
る
久
井
Ｉ
刈

’
』

〃
錘
那
１
の
ル
垂
孝
ｌ
セ
ゾ
リ
侭
沙
ノ
ゼ
ハ
鋒
ｑ
ｙ
く

ふ
ｒ
ｌ
、
と
乞
吐
１
億
た
ち
鬘
の
瀞

胤
外
魂
さ
艇
そ
魔
忽
を
菜
夢
２
筌

惑
の
愛
ヴ
を
あ
ふ
ｌ
も
シ
姦
仙
，
く

跨
蝿
を
按
牟
や
も
列
畷
ク
帷
み

、
轍
６

ク
、
令

jd

雌永

州
1 1

、

『‘の
；

1 ．

〈

戦
琶！

誉． 、
菱、 ．

｡

〃

｝

幅
易
瀦

ロ

剛
司
封
割
鋼
詞
湖
上
八

／、 、、 、 道撫屋鯛蕊道朗屋
4酢

、

I ●
■
▼



－ ー

－ －－－

「．

1
1

り

、

､

’

’

で
ｂ
》
く
め
ん
吹
確
営
み
や
》
玲
呼
久
塞
秒
の
吻
肘
側

令
鐵
の
永
の
樅
＃
牢
Ｊ
６
雑
緯
珂
声

妥
ハ
、
７
つ
ノ
７
１
当
§
息
Ｊ
叶
い
の
雷
八

・
入
？
？
‐
Ｉ
鵬
も
＃
砂
塗
の
み
入
ふ
ぐ

ゑ
び
ノ
ー
ｉ
勇
少
ヶ
叱
了
Ｊ
苫
臘
牛

辣
ル
ー
く
死
鶴
ｒ
み
鼻
多
イ
や
先
ふ
老

●

修
隊
、
清
の
土
多
さ
・
く
‐

Ｉ

Ｆ
■
’
４
０
脳
’
Ⅲ
Ⅱ
ｌ
叩
川
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
州
１
０
Ⅱ
Ⅱ

久
隠
か
ｌ
～
ｈ
Ｊ
ｚ
〈
ゆ
え
ふ
す
鋤
６

12

、
乙
倣
琴
脱
蠕

、 、、 、 、、
、 、、 、

O

K



＝

ー
三

1
一

’ー

’
’
零
拶
質
の
私
彫
ｔ
の
え
ｆ
３
絃
ｈ
侭

’
’
零
拶
質
の
私
彫
ｔ
の
え
ｆ
３
絃
ｈ
侭

贈
ｊ
僧
伽
Ⅷ
種
γ
戦
７
む
タ
如
撞
ゑ
五
２
戸
鍵
槌

ｌ

」
＊
～
う
う
今
咳
け
Ｉ
彩
夕
か
脱
、
蝋
７
ノ
Ａ
７
〃
》
郡
月

１
顧
炎
産
宵
ク
ク
劣
り
み
ゆ
飢
秘
ノ
姦
剛
Ｚ
按
菱
縄

迩
噌
必

叩

身

を

迩
噌
必

叩

身

を

Ｊ
恥
Ｌ
く
’
き
ぐ
滅
今
ち
ぁ
ｖ
あ
火
９
１
も
＃
郡
Ｊ
２

協
ｒ
１
ｊ
ｌ
凝
↑
け
ハ
ー
２
彩
診
ふ
ず
う
６

脇
轌
あ
ｉ
〃
６
毛
仇
舩
叩
Ｚ
獄
の
〃
も
光

１

軍
彦
、
２
や
ｆ
か
倉
澤
Ｉ
率
‐
員

Ｊ
恥
Ｌ
く
’
き
ぐ
滅
今
ち
ぁ
ｖ
あ
火
９
１
も
＃
郡
Ｊ
２

協
ｒ
１
ｊ
ｌ
凝
↑
け
ハ
ー
２
彩
診
ふ
ず
う
６

脇
轌
あ
ｉ
〃
６
毛
仇
舩
叩
Ｚ
獄
の
〃
も
光

１

軍
彦
、
２
や
ｆ
か
倉
澤
Ｉ
率
‐
員

虎
４
孝
左
も
イ
ー
癖
‐
の
零
人

ミ
ヶ
あ
ほ
２
イ
リ
盆
参
ふ
り
焔

沁
疹
や
と
ら
電
ケ
Ｉ
風
ふ
・
堂
？
ｌ
浄
ら

、
り
土
§
泌
凡
冷
、
７
仁
／
ぞ
》
逼
鵬
む
夕
を
ち

日
ハ
沈
油
，
恥
侃
“
ハ
〃
夕
小
泌
穆
み
め
Ⅲ
狐

〃

稀
あ
く
岨
所
ｊ
詑
仮
ミ
ギ
フ
振

一
又
す
て
ず
陸
不
の
送
亀
ね
ガ
タ
く

大
錐
壮

大
錐
壮

零
琴
老
一

零
琴
老
一

参
診
渦
ら
～
て
協
危
左
晦
Ｅ

蒋
争
１
丁
ふ
ぐ
強
脅
違
ｊ
ｆ

参
診
渦
ら
～
て
協
危
左
晦
Ｅ

蒋
争
１
丁
ふ
ぐ
強
脅
違
ｊ
ｆ

典典

リリ

湖五大

凡通蕊
野士
秀期

魂
屋

、、 、、、 、、、 、、 、、
、、

ヤ
ー咽

阜一

11 1

』堅 一一



一一

ー

I
－

－

11
’ 一一1

’

’

約
を
複
の
私
‐
へ
溌
亨
埴
１
１
１
凡

〃
穆
毒
た
ぁ
ル
リ
さ
薗
久
ｆ
ど
Ｍ
１
十
ぞ
Ｊ
夕
遜

巍
今
９
１
Ｌ
章
の
淀
Ｊ
わ
を
癌
の
凡
郎

診
む
う
、
箒
創
け
の
砂
麦
普
あ
き
、
胤
雀

ら
汎
鼠
罫
・
野
ぬ
り
庭
＃
れ
わ
函
ふ
在
籍

激
や
ら
ぞ
〉
を
γ
乏
ク
ー
至
上
好
ｊ
７
雄
鯛

励
罰
１
１
く
く
が
ふ
ふ
排
ｒ
ｌ
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。
毒
の
ふ
附
岬
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６
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Ｚ
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